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動物たち
－白然壱さぐる－

永迩に姿を消してしまうかもしれないことで．ある。

第二は、l'mmiがノミ変〈旱災し〈 、珍しく、 |milぃことてﾞ

ある。

第二は、ある一人の＃1:い研究骨と、 その'求族が奄吏の

‐隅に仇みついて力‘ら、この森の仙物たちの′|態を究IﾘI

すること〈二成功するまて､､のI1!『労と努力、 そして現場の経

験力'らぢえll'!したいろいろな研'先ﾉﾉ法が紹介されている

ことである。

この研究苔の本､'iのねらいは、この映|町に"j､んだんに

現れてくる烏、獣、爬虫類、ij1j棲剛たちで､はなくて、 そ

れらに'舟ﾉIIする足虫やダニ煩の分顛や′|曾態と、 それらが

人間や伽物のｿ内気の伝染に.どんな役目をしているかとい

った医1全的な興味で．あって、 それは何’一種類にものぼる

新繩の記戦なビ、別に部厚い学術倫文としても記録され

る。しかし、この映画は、文字では絶対に炎現で、きない

学術kの記録を未米への遺産として残してくれた。

この映閲を兇て、多くの人びとは、IniF1かつた、珍し

力､った、綺麗だったと,W､うだけ力'も知れないが、 そうし

たl'11.l1iliの背後に、 ノifや文字で．は譜られていない、すばら

しい学術I.の{IHi値がひそんで､いる映画であることを特,id

しておこう

■映画｢奄美の森の動物たち」その三つの価値

富山医科薬科大学学長佐々筆

この映llll･Iは、少く とも三つのliliて、すばらしい価仙があ

る。

その第は、地球tでこの奄災の森にしかﾉlf,噌､しない

数々の尚亜な#jj物たちの姿をはじめて記録したとL、うこ

と、しかもあと数年か数十年したら、この仙物たちは、
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１・伊引

■あらすじとねらい

奄美、沖縄を含む南西調島は、 きわめて古くから大陸とも日本列

島からも隔離されていたために､ ｱﾏﾐﾉｸﾛｳサギやルリカケス

をはじめとして、 そこにとり残きれて今11まで樅存しつづけてきた

't物の多くが、大陸ともⅡ本とも違った「櫛」に進化し、世界中て、

も顛例のない特異な動物ｷllを示している｡

ところが、 この群島も、 ほとんど全士が開発によって傷つけられ、

現在で･は、腺ﾉ'三林としてこれらの動物達が生存しつづけられるのは、

奄美の湯湾岳頂上付近のごくわずかな地域を残すのみとなっている。

奄美、沖縄にはハブ咬症、フィラリア病など特有の動物に起因す

る風土病も多い。これらの対策の研究を目的として、奄美病害動物

研究施設が設立された。そこの常駐研究員として鈴木博という研究

者･が昭和46年から辻ｲFすることとなる。

この研究新は、‘享門分野て､ある衛生足虫学の領域で、アマミノク

ロウサギに寄生するツツガムシなど夕簿二類の新補の発見を数多く し

たが、 それば､かりて､､なく 、暇あるごとに湯湾岳の原生林にわけ入り

徹夜でこれらの動物たちの't態を観察しつづけて、数多くの眺重な

成果をあげてきた。

彼はツツガムシを追って、 このli(ﾉt林に楼息するさまざまな動物

たちの生態を明らかにする。

映画は、奄美の森の動物たち－それは主として夜行性の動物が多

いのだが、 それらを兇 事にとらえるとともに、 ’'1然保農がいかに大

Ujか、無I洲･凹な開発がい力，に恐しいかを訴えている。

この映1曲は、 もともと研究渦･の1j動をj堕して、然探求の方法を捕

こうということで収I)Lげられた。そのI訂から兇ると、

生態観察のために工夫したユニークな方法として

o森林の｢'1を歩< i岬は必ずフランオ､ルのnjを体にまきつけたり、

ひきづって歩く 。このﾉ法て騨、森林に'|言息するダ欝二群の寄碓鋤

物を'権きたまま苦もなく採集できるばかりでなく 、たえずハブ

などの危険に備えることができる。

o妊晩､ IIilじｺｰｽの林道をゾｰﾌﾟて､まわl) ､眼にとまった動物

を残さず録音テープ・に‘記録していく。 1年間にわたるそれらの

記録を整理すると、どこにどのような動物が生息しているかと

いう奄美の原生林の動物分布1,xIがて､きるほどになった。

o･好ﾉl垂勤物とその補正の間の特巽性を利川する。つまり、 巣穴の

上を採集し、 その中のタ帯二などの栩類を調べれば、 それが何の

巣穴か椛理できる。この方法で数少〈珍重な動物達を脅かした

り捕獲したl) しないでその生態が観察できる。

○t地の人々の‘諭や残されている記録に学ぶ。30年に及ぶハブの

捕礎!id鉢を残しているハブ取り名人のIｳｨさんのI活を|』Iき、取'）

ノノを教えてもらうことで、 ﾉ､ブのi'1然界における行劇jを追跡て、

きた。

○クロウサギの糞やかみ跡を調べ、 その生息数や分布を推理する。

また、特別天然記念物のアマミノクロウサギをとらえて調べる

ところがクライマックスになっている。
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▲フランネルの布て･ダニを採集

■この映画の利用対象

小’､i': ･ !|' '､≠・同校（叩科 ノt物）

大'､i:: ･ ,ij･年・成人（一般教養）

■利用上の留意点

"科'､i::稗(ﾆおける探究の過\',!の'm祝は、 I' I

然科学のl戊采が流動的、発展的であることを

剛らせるためにも人Ujなことがらである。 し

かし、 HI!科'､i』『門股間は、 ・般に、 この探究的

'､満ﾘになりにくいと\･えられがちて､ある。 そ

れは、教寮|ﾉ､lで､簡単に再現て’きず、数III:1kL

にく く 、佃'|'|§的で､将通性がないなどの州H1に

よる

このlljl11mは、 それらの|ll1漣を地i直に解決し

ているように'Ig，われる。 ここて､はj,k新鋭の機

械やmfi'iiは<f場しない。 イ;:い科学門-のひたむ

きな科．,i::のI I と#II'gl:夫が全綱にiIMiちてL，る

視聴した後､ この杵い科'､i/者について感心し

たことを苑衣させるのもよいて､､あろう。奄災

の動物の'旋態が、 そのまま1氾鉢されているの

も尚電である｡
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▲アマミノアオガエル

■製作スタッフ

原 案……･…

製 作……･･…

演 出･…･……

撮 影･･･…･…

解 説･･･…･･ ･・

撮影協力……････
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■この作品に登場する主な動物

アマミノクロウサギアマミトゲネズミ ケナガネズミ ハブ

ヒメハブアカマタ メクラヘビ ヒアンルリカケス アマ

ミヤマシギ リュウキュウアカショウビンキノボリトカゲ

オオシマトカゲアマミノアオガエルサソリモドキ及びそ

れらに寄生するマダニツツガムシなとﾞ
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東京都新宿区西新宿1-22-1

スタンタミードビル合03(342)5768

〒160 FAXO3(346)1844製作 蕊桜映画社


